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大阪難波ロータリークラブ週報 

今 日 の 卓 話 

１０月２３日（木） 

テーマ  米山月間卓話 

」 

卓話者    

卓話担当者 

ロータリー４つのテスト 次 回 の 卓 話 

１１月６日（木） 

テーマ  ｢自己紹介と 

  ロータリーよもやま話｣ 

卓話者  福田 忠 会員       

 
言行はこれに照らしてから 

１．真実かどうか 

２．みんなに公平か 

３．好意と友情を深めるか 

４．みんなのためになるかどうか 

 大阪難波ロータリークラブ      例会日時 毎週木曜日 １２：３０ 

 創立 １９７６年８月５日      例会場  スイスホテル南海大阪7階 芙蓉の間 

 会長：立花英司  幹事：清水一人  会報・雑誌委員長：大塚哲平  事務局：安部亜希子 

 事務局 〒542-0076 大阪市中央区難波5-1-60 スイスホテル南海大阪５階 
 TEL 06-6632-3956  FAX 06-6632-3957  e-mail osaka-namba@poem.ocn.ne.jp 

２０２５-２０２６年度 国際ロータリー会長  

フランチェスコ・アレッツォ   

会長メッセージ「よいことのために手を取りあおう 」 

（第2660地区ガバナー 吉川 健之） 

 ２０２５．１０．２３  №２２９１ 

ニ コ ニ コ 箱 報 告 

前 回 の 合 計     ￥１３０，０００ 

本日までの累計   ￥１，６４４，０００(95％達成) 

10月末の予算額   ￥１，７２０，０００ 

出 席 報 告 

前回 １０月１６日 ３週前 ９月２５日 

会 員 総 数 ８ ０ 名 
出席免除を除く      

ＭＵを含む  

修正出席率 8 1 . 0 8％ 

出 席 会 員 数 ５ ２ 名

出 席 率 ６ ９ ％ 

これからの予定             

10月28日（火）釜山西北RC50周年記念式典  10月29日（水）韓国ナザレ園訪問          

10月30日（木）休会           11月 5日（水）友好ゴルフコンペ       

11月 6日（木）例会・定例理事会         

11月 9日（日）          

11月13日（木）例会           11月15日（土）16日（日）みなみフェス  

11月20日（木）例会・ロータリーを知りましょう会 

11月23日（日）～26日（水）人道的国際奉仕活動フィリピンセブ島訪問 

第１５回例会  本日のプログラム 

開 会 （点鐘） 通算第２２９１回例会 

・ロータリーソング  「四つのテスト」 

・歌        岡本優香さん 

・ピアノ      倉田栞名さん 

           髙山理帆さん（交替制） 

・来客紹介     友好委員 

 

会 食 

・会長報告     立花英司会長 

・幹事報告     清水一人幹事 

・委員会報告    各委員長 

・出席報告     出席委員 

・ニコニコ箱報告  ＳＡＡ 

・卓話  

 

閉 会 （点鐘） 

宮は（社殿様式の遷座は続くものの）成立を西

暦前後の時代に置く伝承が広く、伏見稲荷は

711年、祇園・八坂神社は656年、春日大社は

768年、天満宮（太宰府）は919年、明治神宮に

至っては1920年の創建です。大阪の代表社でも

住吉大社は211年、四天王寺や今宮戎は推古朝

期・7世紀の創始と伝わります。これら錚々た

る名社と照らしても、生國魂神社が担う2700年

スケールの物語は、明らかに古層に属します。

伊勢が皇統の中心（太陽神）なら、当社は国土

そのものの霊威を祀る中心――「土地の神の都

心部」が大阪にある、という見取り図です。 

ご祭神は生島大神（いくしまのおおかみ）・足

島大神（たるしまのおおかみ）。島が生まれ

（生）満ち足り成長する（足）働きを神格化し

たもので、別名「八十島大神」――日本列島そ

のものの生成・充足を司る神です。社伝では、

初代・神武天皇が東征の折、難波（浪速）に上

陸し、当社を創祀したと伝わります。難波の名

は湾岸の潮流の険しさに由来するとも言われ、

日本の建国（紀元前660年）に先立つ数年、神

話から歴史への接点に大阪があります。 

当社の歴史は大きく二期。前期は、神武創祀

（紀元前663）から大阪城築城までの約2250

年。境内地にはやがて石山御坊（のちの石山本

願寺）が興り、信長との合戦を経て、時代の激

動の舞台となりました。後期は、豊臣期に現在

地（谷町九丁目）へ遷座してからの400年余。

戦火や震災をくぐり抜けつつ、生國魂造の意匠

は受け継がれています。豊臣期の大阪城天守

（現存せず）とは建築的に姉妹関係にあり、城

郭的意匠の名残も見て取れます。 

また生國魂神社は文化の発信地でもありまし

た。近松門左衛門、井原西鶴、谷崎潤一郎らが

当社や界隈を作品に刻み、国学の嚆矢（こう

し）とされる契沖もゆかりの人物。米澤彦八が

境内で披露した芸能は後に「落語」へ発展し、

今日も「彦八まつり」として継承されていま

す。神社は信仰の場であると同時に、都市の文

化的基盤でもある。その象徴が夏の「生國魂

祭」。神輿に御神霊を遷し、かつての本拠であ

る大阪城方面へと御渡りする古式の行列は、都

市の時間をさかのぼる壮観です。地域と企業の

奉仕に支えられて今も息づいています。 

30分で2700年を語り尽くすことはできません

が、大阪という都市を神社から眺めると、海と

台地、信仰と政治、学芸と民衆が重なり合う深

い層が見えてきます。難波という古名を冠する

皆さまのクラブが、その連綿とした歴史の最前

線に立っていることを、誇らしく感じていただ

ければ幸いです。ご希望があれば、勉強会など

で境内をご案内し、現地でさらに詳しくご説明

いたします。   

１０月 入会記念日 おめでとうございます 
 

 10月 3日 川上次郎会員 令和元年   10月 3日 花城康輔会員 令和 6年 

 10月 3日 田邉雄一会員 令和 6年      10月  5日 西野文秀会員 平成18年 

 10月20日 菰田吉見会員 平成17年   10月21日 段 正峰会員 令和 3年 

    

 ♪ 四 つ の テ ス ト 

  真実かどうか 

  みんなに公平か 

  好意と友情を深めるか 

  みんなのためになるかどうか 

クールビズは10月末で 

終了です。 

（お知らせ） 

１０月３０日（木）は休会です。 

次回例会は１１月６日（木）です。   



★来客紹介：井原友好委員 
 
  ゲストスピーカー 
   中村文隆様 
 
 
★会長報告：立花会長 
1.先週金曜日に清水幹事と会長幹事会の金輪会に
出席してきました。地区大会の案内やロータ
リーデーの案内などがありましたが、今年6月
21日に行われました世界大会での超我の奉仕賞
を受賞された溝端正信さんのお話がありまし
た。この賞は国際ロータリー会長から招待を受
け、ほとんどの受賞者はインディアやアメリカ

人が多く、日本人ではあまり受賞された事が無
い賞だそうです。溝端正信さんは東大阪東RCに
所属され沢山の活動をされていますが、現在は
2024年に設立された大阪上方RCのチャーターメ
ンバーで初代会長を務められております。2018
年には 2660地区ロータリー学友会を日本で初
めての設立に尽力されました。他にもパキスタ
ンへポリオ、ハイリスク地の学校に女性、子供
向けのトイレ、下水の設置も企画されている様
です。他にも沢山奉仕活動をされておられます
が、この賞は時間と才能を奉仕に捧げられた方
に贈られる最高の賞だそうですので是非皆さん
も時間と才能を奉仕に捧げていただきたいと思
います。 

2.先週の土曜日からチャリティーボウリング大会
が始まり、1位、2位で2チーム共予選を通過さ

れたようでございます。おめでとうございま
す。このままの勢いで優勝目指して頑張ってい
ただきたいと思います。同じく土曜日に野球同
好会の3位決定戦が行われ城南さんと7対7と稀
にみる熱戦の末同点での9人のジャンケンでの
決着となり4勝4敗で最後の一人林元会長が執念
のチョキで勝利を収め3位に輝きました。野球
同好会の皆様、約1か月半お疲れさまでした。
野球を通してよりいっそう親睦と絆が深まった
様に思います。有難うございました。 

3.最後にロータリーの一言をお伝えします。先ほ

ども出てきましたロータリーには超我の奉仕と
言う言葉がございます。自分を少し脇に置いて
誰かの為に尽くす心を意味します。不思議な事
に誰かの為に働いているうちに自分も元気をも
らったりします。本日の一言は「誰かのため
が、めぐりめぐって自分を育てる」です。 

★幹事報告：清水幹事 
1.11月6日例会終了後、定例理事会を開催させて
頂きますので、理事役員の方はご出席くださ
い。 

2.今年度のＲＹＬＡセミナーは大阪大淀ロータリ
クラブがホストクラブで、来年の５月４日から
６日の日程で行われます。次年度のＲＹＬＡは
当クラブがホストクラブです。それに先駆けま
して今年度のＲＹＬＡセミナーに、３～４名当
クラブより「ロータリーパパ・ママ」として参
加いたしますので、会員の皆さまより募集した
いと思います。ＲＹＬＡセミナーとは５月に行
われる、２泊３日の青少年育成プログラムで
す。その中での、カウンセラー的な立場が

「ロータリーパパ・ママ」となります。 
当クラブが１５年前にＲＹＬＡセミナーのホス
トをした際も、８名のロータリーパパにご協力
いただきました。今回新しい方でも結構です
し、「また再度、ロータリーパパやりたい！」
と思われる方でも結構です。ご希望の方、また
詳しい話をお聞きされたい方は、事務局もしく
は地区ＲＹＬＡ委員会の山川会員までよろしく
お願いいたします。 

3.徐会員よりネクタイをいただいております。ま
だ受け取っておられない方はお受け取り下さ
い。 

4. 田啓介会員から10/18.10/20の大学野球の無料
券を頂いております。 

5.１０月３０日は休会です。 
 

★委員会報告 
◇国際奉仕委員会：松田委員 
釜山西北RC50周年記念式典訪問について。 
◇社会奉仕委員会：三島委員長 
児童養護施設飛鳥学院支援プロジェクトの締切の
ご案内。 
◇青少年奉仕委員会：河内委員長 
10月19日（日)ENDPOLIONOWチャリティ盆踊りにつ
いて。 
◇友好委員会：赤坂委員長 
本日新入会員歓迎会よろしくお願いします。 

◇野球同好会：大塚キャプテン 
ガバナー杯報告。 
 
★ニコニコ箱報告：田中副SAA  
立花英司：野球同好会、３位祝！ 
清水一人：先週土曜日、野球同好会３位おめでと

うございます。 
白野陽一：結婚記念日、自祝。 
岡西豊博：結婚記念日、自祝。 
岡西豊博：徐さんステキなネクタイありがとう

ございます。 
西原芳博：野球ガバナー杯、土壇場の立花会長

の同点打大ピンチからの福田監督の
ファインプレー、同点ジャンケン４
対４からの三苫の１㎜ならぬ林の
チョキ。役者がそろって大人の青
春、最高でした。 

林 博之：ボーリング大会、ぶっちぎり予選通
過。野球は感動を呼ぶジャンケン

チョキで大勝利。 
松浦孝尚：野球同好会の皆様、３位入賞おめで

とうございました。 
福田 忠：ガバナー杯野球大会、期間中は皆様

大変お世話になりました。大塚キャ
プテン離脱の中、３位は素晴らしい
と思います！来期大会は大塚キャプ
テンのピッチャー楽しみにしていま
す。 

福田 忠：ノーヒット・エラー・ジャンケン負
け トリプルお詫び。 

久保幸一：欠席お詫び。 
中川静夫：野球同好会、接戦の上３位を勝ち取

りました。皆様お疲れ様でした。 
松田禎胤：野球同好会の皆様３位入賞おめでと

うございます。 
森田 納：チョキの林さん、感謝！ 
右田竹郎：本日卓話よろしくお願いします。 

三島敏宏：本日、児童養護施設自立支援プロ
ジェクトの社会奉仕イベントの締め
切りとなります。皆様で参加を宜し
くお願いします。 

荒山義雄：野球同好会ガバナー杯、皆様お疲れ
様でした。３位！！嬉しい様な悔し
い様な、来年こそは優勝しましょ
う！ 

岡本真一郎：ジャンケン大会の末、最後のP.P
林さんがチョキで勝ちました。 

川井宗次：野球同好会ガバナー杯、３位。林さ
んよくやってくれました。 

河内 理：野球同好会ガバナー杯、３位入
賞！！携わっていただいた皆様に感
謝です。 

河井美由紀：本日新入会員歓迎会、欠席お詫
び。コンパニオンお世話になりま
す。 

藤井圭一郎：ガバナー杯野球大会お疲れ様でし
た。三振しましたがジャンケンで

勝って３位で良かったです。ありが

とうございました。 
吉光 淳：ボウリング大会、ガバナー杯、あり

がとうございました！ 
人見和浩：奥様誕生日です。これからもよろし

くお願いします。 
柴田 充：大阪・関西万博、6カ月間ありがと

う。 
 
★大阪難波ＲＡＣへのニコニコ箱報告 
清水一人：今週のエンドポリオイベント、よろ

しくお願いします。 
三島敏宏：エンドポリオイベント頑張って下さ

い。 

         累計￥１０９，０００ 
 
★卓話 テーマ 「大阪2700年の通史」 
    卓話者  中村文隆様  
    卓話担当者 右田竹郎会員 
 
平成最後の折にも卓話の機会を頂きましたが、
元号も改まりましたので、改めて「大阪はいか
に古い町か」を、神社の視点からお話ししま
す。本日ご縁を頂いたのは、当社最大の行事
「生國魂祭（いくたままつり）」で警備幹事を

担ってくださっている右田社長との日頃のご交
流によるものです。2日間で約20万人が訪れる
祭礼で、地域の力を直に感じます。 
生國魂神社は大阪平野の中心、上町台地の高所
に鎮座します。最寄りはメトロ谷町九丁目、近
鉄の上本町と日本橋の間あたり。背後は西に難
波の街が広がり、上町台地の中でも本殿のある

地点は大阪城天守の次に高い。境内は都市のビ
ル群に囲まれながらも、鳥居をくぐると砂地が
広がり、独特の開けた気配があります。社殿は
当社固有の「生國魂造（いくたまづくり）」。

強風に耐えるため千鳥破風と唐破風を重ねた意
匠が特徴です。神社は本来、自然崇拝を源流と
するため大伽藍（だいがら）を競いませんが、
当社は地形の起伏も相まって本殿が非常に高
く、遠望の印象も際立ちます。 
私自身は京都出身で、国学院大学で神職の資格
を得たのち、閉塞感よりも開放的な気風に惹か
れて大阪で奉職しました。そこで痛感したの
は、「京都＝最古」という思い込みの誤りで
す。京都は都として約1200年。一方で大阪の歴
史は2700年に及ぶ。上町台地は縄文期には大阪

湾に突き出た半島で、河川が運ぶ砂で干拓が進
み平野が形成されました。室町の古図にも、現
大阪城の位置にかつて生國魂神社が祀られてい
たことが描かれています。 

ここで大阪の古さを、皆さんに馴染みの深い名

社と対比しますと、全国の総本社である伊勢神

前回の記録  第１４回 １０月１６日（木） 

10月は「地域社会の経済発展月間/米山月間」です 


